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ンューベルトの 「美しい水車小屋の娘」 と 「冬の旅」

の旋律構造の研究
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フランツ・シューベルト （１７９７ｏ

　

ｌ

　

ｏ３１～１８２８・１１・１９） の三大歌曲集といわれている 「美しい

水車小屋の娘」・「冬の旅」・「白鳥の歌」は， 歌曲の中でも芸術的に大きな存在価値をもっている。
我が国では明治以後， 音楽教育＝唱歌の時代からこれらの作品によって影響を受けてきた。 とくに

終戦後は中山悌一（注１）によって「冬の旅”こよる全国各地でのリサイタルが開かれて広く一般化され

るようになり， 今日では数多くのリサイタルの中で， この三大曲集をとりあげていることが多い。
筆者自身は 「美しい水車小屋の娘」 と 「冬の旅」 のリサイタルを持つ機会を得たが， その際， この
二つの曲集についての魅力あるいは難しい点など種々学ぶことができた。 とくに旋律音の跳躍など

旋律進行に付けられた言葉に興味を持ち， それらの音程を分析することによってシューベルトの音
思考の特徴などをとらえることができるのではないかと考え， 二曲集の音を中心に考察することに
した．

　

「美しい水車小屋の娘」ｏ「冬の旅」 は共にウイルヘルム・ミラー （１７９４～１８２７） の作によるもの

で， いずれも２０数編からなる連作詩集である。「美しい水車小屋の娘」は （前口上）。（水車小屋の
生活＝第６曲と第７曲の間）ｏ（最初の悩み・最後の楽しみ＝第１５曲と第１６曲の間）・（忘れな草の

花＝第１７曲と第１８曲の間）・（結びの言葉） を省略して曲付けしている。 シューベルトはこの詩集

を友人宅でみつけると， 次の日には数曲はできていたといわれるほどに短期間で作曲している。 そ

れは１８２３年， 彼の２６才の時でその頃から病のほうも症状を出しはじめていたともいわれ， 入院先

の病院でも作曲していた。
（注２）この曲集ができた１８２３年１１月から「冬の旅」の１８２７年２月までの期

間にシューベルトは４ダースのりートしか成立してなかった。
（注３）この 「冬の旅」 は２４の詩編から

なっているが，ミラーの詩の順序を変えて作曲している。
（注４）この曲集は１８２７年１１月に完成したが，

当時のシューベルトは次の様に告白している 「しかし， ぼくはどうだ？あわれな音楽師として， こ
れからいったいどうなるというのだ？きっと年をとって， パンを恵んでもらうようになるにちがい
ない／」（注５）また次の様にも書かれている「長いあいだの重い病気に苦しみ，元気をくじくような経験

をなめ，人生のバラ色は彼にとっては全くあせてしまったという冬が来たのだ」㈱）というように，詩

の内容と合致したような彼の極限の状況の中で「冬の旅」にとりくんでいた。 しかし， その様な状
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表１（その１） 美しい水車小屋の娘（音頻度率）原調
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ンューベルトの 「美しい水車小屋の娘」と「冬の旅」の旋律構造の研究

表１（その２） 冬の旅（音頻度率）原調
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況の中で数多くの曲を書けたというのは，自然が一つの役割を演じていたともいわれている．「自然

はシューベルトの超感覚的な魂の中で生きているのだ． ……自然は， 郷愁・思い出・失望・嫉妬・

希望などあらゆる感情を呼びおこす」 と， また 「シューベルトは自然の言葉を聴くのが好きで， こ

とにかすかな，ほとんど聞こえないようなざわめきを音楽に昇華させた．」
（注７）というように自然の音

を旋律と伴奏の中に転化させ， 融合させたのである． このように自然の音ともいうべきシュー
ベル

トの旋律音は二大曲集にどう使われているか， 前頁のような表にしてみた．

　

表１は言葉につけられた音の頻度率である． 比較的多く使われている音は， １・ＩＶ・Ｖの和音内

で占められ，転調を多くとっているシューベルトの作品であるが，和音的旋律としてとらえられる．

「美しい水車小屋の娘」で最高音をとっている第７曲（いらだち）と「冬の旅」で同じく第７曲（ｉｌｌ

の上にて） の最高音２点イ音は一致した音をとっている． 使用されている音では 「美しい水車小屋

の娘」 で１２．７音，「冬の旅」 は１５．０４音と約２．５音を１曲につき多く使用している． これは音
域の

面からもとらえられるが，「美しい水車小屋の娘」の１４．５５半音に対して「冬の旅」は１６．５４半音と

約長２度の幅広い音域をとっている． このような点からみると，「冬の旅」の旋律は「美しい水車小

屋の娘」 に比較して， 思考音を多く求めたと考えられてくる． しかし， いずれの曲集も後半になる

と使用音， 音域共に少ないということは， 言葉の内容に沿った旋律としてよりも， 彼の
思考の世界

で付随的な意識感情がとれ， 自然的感情表現がとられたためと考えられる．（これは「美しい水車小

屋の娘」の前年に書かれた第８番「未完成」が完成されなかった点にも言及できる－－後半になる

と集中力及び感情表現の持続の不足によって素直な感情表現では完成できなかった．）

　

次に頻度率の高い音を見ると，「美しい水車小屋の娘」は２点ニ， １点ロ， １点イ， ２点ノ、と中音

域より高い音が多い．これは原調で歌唱する時，男声ではテノールの声質に最も
適した声域になる．

一方 「冬の旅」 は１点ロ， １点イ， １点ト， ２点ニという順に頻度率が低くなり， 中音域を中心に

して旋律が進行している。 これは， 中音域を多くとっているが， ２点イ音から嬰イ音という
２オク

ターブもある音域が存在する第７曲（川の上にて）と， ２点ホを最高音としている第１０曲（休息），

第１７曲（村の中で）， 第１８曲（嵐の朝）， 第１９曲（まぼろし）などのように低い音域の曲が存在す

るので原調による歌唱は大変難しくなってくる． 表２は演奏者によって変化する調を示してみ
た．

　

このように歌唱する際， 自らの声域に適した調に移調しているが， 連歌集などは前後の調関係を

考慮して行われている． この表の中で「美しい水車小屋の娘」にハンス・ホッターを記入してい
な

いが， これは彼のレコード資料の不足によるものであり， 実際にはこの曲集を短３度より
低く移調

すべきでないといわれている．
（注８）

　

表３は音程の頻度率を示したものである． 休符による旋律の中断は含まれないが， 詩の節などの

区切りは数値に入れてある． 有節歌曲またそれに類した繰返しは全て省略してある．
二曲集を全体

的にみると上行進行に対してより下降進行が多くなっている． それは「冬の旅」が１．７％の差に対し

て「美しい水車小屋の娘」は８．３％と差を多く示している． 一般に上行は憧傷・活力・期待を表現し，

下降は鎮静・融和・絶望などを表現すると言われているが， この二つの曲集についてみると 「美し

い水車小屋の娘」 は若者の恋を主題にしているので， 活力・期待を含んだ内容としてとらえられる

ので上行進行が多く，「冬の旅」は絶望した孤独な人生を語っている内容であるので下降進行が多い

曲集としてとらえられる． そこで次に差の多い曲をとって考察してみた．

１４２



表２

美しい水車小屋の娘 第１曲 第２曲 第３曲 第４曲 第５曲 第６曲 第７曲 第８曲 第９曲 第１０曲 第１１曲 第１２曲 第１３曲 第１４曲 第１５曲 第１６曲 第１７曲 第１８曲 第１９曲 第２０曲

原
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ｌｎ

　

１ｅ

　

‐

　

ｄｅｎ

　　

　　　　　　

　　

　

　

　

　　　　　　　

Ｋｉｅ

　

－・５ｅｌ‐ｓｔｅｉｎ，

　

この曲は上行が２３．９％， 下降が５２．１％の旋律からつくられている．
（私は全ての樹皮に彫りつけ

て， 全ての小石に刻みつけたい）とう
たっているが，ｄｅｉｎ（君の）の２点イの最高音までは下降

進行

を主に使っている． しかし， 跳躍をとっているｓｃｈｎｉｔｔ（彫る） の２点嬰ノ・音， ｇｒｕｂ（刻む） の２点

ニ音， 譜例としては省いているがｍ
ｏｃｈｔ（したい）の２点ホ音などを抜き出してみると， これは明

らかに２度の上行進行をとっている． このように下降進行をとり
ながら， 跳躍音に思考を移行して

ゆき， 最高音のｄｅｉｎに頂点をとることに
よって感情の上昇を表現している．

譜例２

　　　

冬の旅

　

第１曲 （７ ～／／）

．【
ｇＩ

　

，

　

樫

　　

，鋼

　　

ゑ

　　

ｋ

　　

．

　

１

　

， 〕 ，

　

雨

　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　

‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

惣翻

　　　　

Ｆｒｅｚ譲ｄ

　

ｂｉｎ

　

ｋｈ

　

ｅ．ｍ‐ｇｅ‐

　

ヱ。

　

。

　

ｇｅｎ，ｆｒｅｔｎｄ

　

ヱｉｅｈ

　

にｈ

　

ｗｉｅーｄｅＬ

　　

ａｕｓ．

　

これは上行３８．６％下降５０．９％の曲で（私はよそ者としてやってきて， よそ者として再び去ってゆ

く）と７度の跳躍を間にとった２つの下降進行によってうたわれている。 最初のＦｒｅｍｄ（よそ者）

の２点へ音を， ２回目は３度低い２点ニ音をとり， ７度の跳躍をとっているが弱拍部であり静かな

旋律である．このように弱拍部から初めている曲は大変多く，この二曲集ではい
ずれも１６曲が弱拍

部から歌の旋律は初まっている．

　

次に上行進行の多い曲を例にあげてみた．

譜例３

　　　　　

美しい水車小屋の娘

　

第１０曲 （／亭～／ず）

　　

．
‐

ジ
・

・、
．

卜 ［

　

；
．

ｄ；
…

　　　　　　

Ｄｅｒ

　

Ｍｏｎｄ

　　　

ｗａｒａｕくｈ

　　　　　

ｇｅ

　

－

　　

ｋｏｍ

　

－

ーｆ′
｝－－一幸、

１
．

　　

＝

　

き

　

、

　　　　

．

Ｓｔｅｒｎ

　

４

　　

１ｅｉｎ

　

１

　

１ｉｎ

　　

ｏ

　　

ｔｅｒ

　

－

　

ｄｒｅｉｎ，

　

これは上行４５．７％下降３０．９％の曲で（月はのぼり， 星たちは後方で
輝いている）とうたっている．

ＤｅｒＭｏｎｄ（月）の１点ホ音からＳｔｅｒｎ～（星たち）の２点ニ音までの２度の上行進行の中で， ｇｅｋｏｍ－

ｍｅｎ（やって来た） とｈｉｎｔｅｒｄｒｅｉｎ（背後）への３度の上行と下降は動く言葉によく使われる形であ

る． 次に第１１曲 （わたしのもの） は，「美しい水車小
屋の娘」 の中で最も高潮した曲なので， それ
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に向けて感情の上昇をとったとも考えられてくる．

譜例４

　　　　　

冬の旅

　　

第７曲 （６６～７の

ｔ９１キ

　

ー・ ‐

　　

，

　　

Ｉ

　　　

Ｂ

　　　

「

　　

翠

　　　

，

　　　　　　　　

，
・

　　　　　

，

０ｂ．ｓ

　　

ｗｏｈー

　　

ａｕｃｈ

　　

＄Ｑ－－

　　

ヱゼｉ

　

◎

　

βｅｎｄ

　　　

ｓくまｌｗｉｌ１ ｏｂｐｓ

　　　

ｗｒｂｈｌ

　　　 　　　　

　　　　

ａｕ（由

　　

ｓｏ

　　　　

・ｅＩ

　

－

　

βｅｎｄ

　　　　　

ｓｃｈｗｉｌｌｔ？

　

これは上行４７．４％下降２６．５％の曲で（表面を氷でとざされたその下では， ふくれあがっているで
はないか）とはげしい感情表現の旋律である． ここにとりあげた言葉は５回も繰返えされているが，
いかにシューベルトがこの言葉に感情を集中させたかが理解できる。 初めのｓｏ（その様に）の２点
ト音から２点嬰へ音に下降したのを， 次には２点嬰へ音からこの曲集での最高音 （２点イ） にして
頂点をつくっている。 この曲もまた次の第８曲（回顧）に向けて感情の上昇をとったとするならば，
譜例３と同様の意図をもっていると考えられる。

　

次に上行進行と下降進行が全く同数値の曲として 「冬の旅」 の第５曲 （菩提樹）， 第１８曲 （嵐の
朝） の２曲をあげることができる。 いずれの曲も平均率的な半音数によって比較してみると下降が
多くなっている． これは音程の使用頻度では同数であるが， 下降音程の差が大きいことを示してい
る． しかし， この第５曲 （菩提樹） は， シューベルトの作品の中で最も一般化されている曲で， 全
体的に平均化された歌われやすい曲としてとらえられる。この曲について次の様に書かれている「こ
れは純粋の《芸術リート》であるのに，《民衆》…………は， それを単純化し， 感傷的にし， そうい
うやり方で自分のものにしたのである。」と， また「現在では簡単にされ《歌いくずされ》て， 民謡
に変えられているものの， 決して民謡ではないのである」 と（注９）

　

以上， 上行及び下降についての進行例をとりあげてみたが「美しい水車小屋の娘」 は動きのはげ

しい旋律が多くとられているのに対して，「冬の旅」はゆったりした進行の中で上行，下降をとって
いる。 これらの点を比較してみると， 前者は器楽的旋律に多くみられる形であり， 後者は声楽的に
歌いやすさを持った旋律としてとらえられる．

　

「１９世紀前の美学者たちが旋律を『美』『表現力』『単純さ』『自然さ』『調子のよさ』『歌いやすさ』
『統一』『調和』『つり合い』といった言葉で定義していたが，

（注１０）歌いやすさの点からみれば平坦な

１度が最も歌いやすく， 次に２度， ３度と次第に音程が幅広くなるにつれて難しくなってくる。 我
が国ではソルフェージュの教則本としてゴーリューブンゲンを使用しているが， これは２度音程か

ら訓練してゆくことによって， 音程の広い跳躍をも習得できるように課題を配列してある。 歌曲で

も２度， あるいば３度音程が多ければ， その曲は 「歌いやすい曲」 としてとらえられる。 しかし，
４度以上の音程になると， その旋律を歌唱する時， 声の連結即ち滑らかな歌唱は大変難しくなって

くる。そこで，この二曲集の中ではどのような音程によって旋律が構成されているか， １度，２度，
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沢

　

義

　

雄

３度と順を追って譜例をとりあげて検討してみた．

　

１度音程

　

この音程は同音の進行で， これが連続して進行すると，
平穏な安らぎなどの表現をつくりだすと

いわれている． この音程を多く使
用している曲から次の例をあげてみた．

譜例５

　

美しい水車小屋の娘

　

第１８曲 （Ｚ～６）

お

・

　　　　

，

　　　

・

　　　　　

，

　　　　

‐

　　　　

‐

　　　　　　　　　

． ｒ

　

ｌ

　

目

　　　　　　

ｌｈ【

　

Ｂ１ｄｍ－ｌｅｉｎ

　

ａｌ－

　

ｌｅ，ｄｉｅ

　　

ｓ・ｅ－ ｍｉｒ．一ｇａｂ， ｅｔＡｃｈ

　

ｓｏＬＬ

　

ｍａｎ

　

ｌｅ－ｇｅｎ

　

ｍｉｔ

　　

ｍｉｒ‐ｉーｌｓ一Ｇ”ｂ．

　

これは１度４０．２％の曲で（娘がくれた全ての草花を私と
一緒に墓穴に入れてくれ）と暗い長調の

旋律である． １点ロ音 （３６．１％） を中心線にして４
度あるいは６度の上行， 下降をとっているが，

連続した１度によって柔らかな跳躍となっている．ａｌｌｅ（全て）の２点ホ音 （１８．５％
） で強めた後，

ｌｅｇｅｎ（横たえる）で連続音によって平面的にさせ， Ｇｒａｂ（墓）の１点ト音はこの曲の最低音（Ｌ
点

嬰へ） に近い音をとっている．

譜例６

　

美しい水車小屋の娘

　

絹１４曲 （／Ｊ～／６）

　　　　　

じｎｄ

　

ｗｉｌｌｓｔｄｕ

　

ｄａｓｚ亘ｒｔ－ｌｉ－ｄｌｅ

　　

風ｅｈ－ｌｅｉｎｓｅｈｎ， ５ｏ

　　

ｌａＢｄｅｉ－ｎｅ

　

Ｂ山添ｓｅｎ

　

ｉｍ

　　

、Ｖａｌ‐ ｄｅｓｔｅｈｎ，

　

これは１度３８．２％の曲で（あごからもじゃもじゃし
たひげを剃り落せ， そうしないと庭の小鹿が

怖がるのだ） とはげしい内容の旋律である． この曲については，
平穏な安らぎでなく， 対照的ない

らだちの感情表現である． これは同音の連続を
三連音的にとって， 語りを強調させている．

譜例７

　

冬の旅

　

第２０曲 （ぶ６～６学）

　

　　

　

　　　　

　

　　

　　　

　　

　

　　

　

　　　　　　

　

　

　

　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　　

ｅｉ－ｎｅ

　　　　　

Ｅ；・ｎｅｎ

　

Ｙｖｅｉｄｅｒ

　

５ｅｈ

　

ｉｃｈ

　　

３ｔｅ

　

鎌

　

ｈｅｎ

　

ｕｎ‐Ｙｅｒ‐ｒ口Ｃｋｔ

　

◆Ｙｏｒ

　

ｍｅ】‐ｎｅｍ

　　

Ｂ１ｉｃｋ．

　　

一

　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に＆

　

◎

　

障◎

　

鱒

　

」とＦぬ

　　　

Ｆぬ

　　　

Ｓｔｚａ．Ｂｅ

　

ｍｕＢ

　

ｉｃｈ

　　　

ｇｅ

　

．ｈｅｎ，ｅｉ‐ｎｅ

　　

ｓｔｒａ．Ｂｅｍ通ｉｃｈ

　　　

ｇｅ

　

．ｈｅｎ，

　

これは１度４２．６％の曲で（私は１本の道標が目の
前でゆるぎなく立っているのを見ている． 私は

その道をゆかなければならない） と静止の状態を表現している旋律である． それはまた短３度の跳

躍によって一層強められ， ここでは省いている Ｋｅｉｎｅｒ（誰も～ない）の２点二音に向って， 単純な

音の連続の中に深い思考を求めている．
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譜例８

　　

冬の旅

　

第２３曲 （学～ず）

　

　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　

　 　

　　　　　　　　　　　　

　 　

　　　　　　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　

　　　　　　

Ｄてｅｉ

　

Ｓ。ｎ‐ｎｅｎ

　

ｇａｈ

　　　

ｉｃｈ

　　

ａｍ

　　　

日紋乱４ｍｅ１

　

＄ｔｅｈｎ・

　

ｈａｂ

　　

１みれｇ

　　

ｕｎｄ

　　

ｆｅｓｔ

　　　　　　　　　

・

，
ｌｉ

　　

，。

　　

ｌ

　

これは１度４１．８％の曲で（三つの太陽が空に出ているので， 長い間じっとそれを見つめていた）

と前譜例と同様に静止の状態を表現した旋律である。 この曲は１度と２度で９７．５％と３度の２．６％
の旋律によってつくられている． 最初のＤｒｅｉ（３つ） の２点嬰ノ・音 （３１．８％） を中心線にして，
Ｈｉｍｍｅｌ（空） で２点ニ音をとって頂点をつくり， ａｎｇｅｓｅｈｎ（じっと見つめる） の１点イ音へと２

度音程 （５５．７％） によって進行している．

　

２度音程

　

この音程は歌の中で最も多く使用され， 次に示すデータも２度音程をいかに多用しているかの例
である

グレゴリオ聖歌

　　　　　　　　　

７０．４５％

　

′詳 ”、

　　　　　　　　　　

８３，７７％

　

＼仕 ↓Ｕ単旋律世俗歌曲

ドイツ歌曲

　　　　　　　　　　　　

４４．６５％

　

′沖 ｍ、

　　　　　　　　　　

４０，６９％

　

＼仕 １″
わらべ歌

ミニヨン （ベートーヴェン） －－５９．８％

； ヒー－
べ；リ コ発纂（注◎

　

〃

　　

（ヴ

　

ォ

　

ル

　

フ） －－４３７ ％
美しい水車小屋の娘

　　　　　　　

４５．５７％

冬の旅

　　　　　　　　　　　　　　

４６．２８％

　

このように旋律は２度音程によって占められる割合が大変多く， 歌曲の中で最も主要な音程とし

てあげられる。 この二曲集ではどのように２度音程が使われているか， 次の譜例をあげてみた。

譜例９

　　　

美しい水車小屋の娘

　

第１曲 （／Ｊ～／６）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　

　　　　　　

Ｄａｓ

　

ｍ通

　

ｅｉｎｓｃ冠ｅｃｈｔｅｒ

　　

Ｎ１ｕｌ‐ｌｅ，ｓｅｉｎ，ｄｅｍ

　

ｎｉ ｍａｌｓ

　

ｆｉｅｌ

　

ｄａｓ

　　

Ｙぬ１キｄｅｒｎｅｉｎ，

　

これは２度６３．９％の曲で（旅が心に浮ばない水車屋は， 決して良い水車屋とは云えない）という

旋律である。 この旋律の前後には跳躍をとった音程を多用しているので， この２度音程の連続は生

き生きとしている。Ｄａｓ～ｓｅｉｎを２度低い形にして次のｄｅｍ～ｅｉｎに使っているが，低い方へ流れる
水を表現，している。
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譜例１０

　

冬の旅

　

第８曲 （／０～／３）

，｝

　

１

　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　

．．

　　　　

Ｅｓ

　

ｂ【ｅｎｎｔ

　

ｍｉｒ‘ｕｎ－ｔｅｒ

　　

ｂｅｉ‐ｄｅｎ

　　

ｓｏｈ－ｌｅｎ，ｔｘｅｔｉ由

　

ａｕ（気

　

ｓ（士ーｏｎ

　

ａｕｒ

　　　

Ｅｉｓ

　

ｕｎｄ

　

ｓ喬もｎｅｅ，．

　

これは２度６１．８％の曲で（私は雪や氷の上を歩いているのに， 足の裏は燃えるよ
うに熱い）とは

げしく歌っている旋律である．Ｅｓｂｒｅｎｎｔ（燃える） の１点ニ音から
Ｅｉｓ（氷） の２点へ音までの上

行進行の中で， ｂｅｉｄｅｎｓｏｍｅｎ（両足） を下降にとりながら感情の上昇を表現している．
Ｅｉｓを高い

８分音符で硬さを求め，Ｓｃ士ロｌｅｅ（雪）では低い４分音符で柔らかさを求めているような音の
使い方

である． この曲の中間に美しいト長調の旋律があるが， こ
れについて次の様に書かれている 「長調

は原則的に， 想い出の至福を象徴する役割を持ち， 短調は暗い現在で
ある」（注１４）と， この曲は２度音

程を多く使っているが， 内容表現となると大変難しい． それは前譜例にも
示したように， 言葉を多

くとっているため， 一音， 一音に思考を求めるのではなく， 一つの流れの
旋律の中に感情表現を求

めていると考えられるからである．

　

３度音程

　

２度は経過音的な使われ方が多いのに対して， ３度音程になると和音内の音進行によって旋律を

形成していることが多い． 比較的多く使われて．いる旋律を次のように
譜例としてあげてみた．

譜例１１

　　　　　

美しい水車小屋の娘

　

第１１曲 （３０～３３）

　　　　　　　　　　　　　　

　 　

．Ｄｉｅｇｅ．ｌｉｅｂ－ｔｅ

　　　

１ｉｌ－ｌｅ．ｒｉｎ

　

ｉｓｔ

　　　

ｍｅｍ－－，ｉｓｔ

　　　　　　

ｍｅｉｎ．

　

これは３度３５．７％の曲で（いとしい水車小屋の娘は私のもの）と喜びを歌っている
旋律である．

この曲は 「美しい水車小屋の娘」 では若者の感情が頂点に達したところで， その感情を３度の跳躍

によって表現している．
Ｄｉｅ，Ｍｕ～，ｉｓｔ， ｍｅｉｎの２点ニ音を中心線に置いて，

上行， 下降の３度音

程をつかい， ７度の跳躍したｉｓｔでもって勢いをつけ２点嬰へ音の最高音ｍｅ
ｉｎ（私のもの） で思考

の頂点をとっている． この曲の中で ｍｅｉｎは１２回も歌われているが， いかにこの言葉を強調した

かったかが理解される．

譜例１＃ 美しい水車小屋の娘

　

第２曲 （ぎ０～ぎ学）

　　　

　　　　　　　　　　　　

　 　　 　　　　 　

　

　

　　　　　　

　 　 　
　　
　　　 　 　　

　　　　

ｕｌｌｄ

　　

ｉｍ

　

． ｍｅ． ｆｒｉ

　

．ｓｃｈｅｒ

　　　

ｚａ弧ｃｈ

　　

・

　　　

ｔｅ

！

　　

．１

　

ー

　　　　　　

１

．
Ｂａｃｈ‐

　

これは３度３１．０％の曲で（流れは新鮮に明るくざわめいている）と感情の上昇を歌っている旋律

である．ｆｒｉｓｃｈｅｒ（新鮮に）を８度内の跳躍によってｒａｕｓｃｈｔｅ（ざわめき） の２点ニ音 （１５．７） で表
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現を高め， 次のｉｍｍｅｒ（いつも） の２点嬰へ音でｈｅｌｌｅｒ（明るく） をより強くさせ， Ｂａｃｈ（小川）

の１点ニ音へ下降させて流れを表現している。

譜例１３

　　

冬の旅

　

第１曲 （ ７～６／）

　

これは３度２８．１％の曲で（愛というものはさすらいを愛するのだ， 恋人よおやすみ）と前例とは

対照的に下降をともなった３度の進行である。Ｌｉｅｂ（愛）あるいは Ｗａｎｄｅｒｎ（さすらい）は本来で

あれば上昇の感情をともなう言葉にとらえられるが， ここでは下降進行によって表現している。 し

かし，ｆｅｉｎＬｉｅｂｃｈｅｎ（恋人よ） は４度の上行進行によって憧れを感じさせてくれる。

　

その他の音程

　

１度， ２度， ３度の音程は比較的多く使用されているので例としてあげられるが， ４度以上の音

程になると 「美しい水車小屋の娘」 で１４．８４％，「冬の旅」 で１４．６３％というように少い頻度率なの

で， その他の音程として譜例をあげてみた。

譜例１４

　

冬の旅

　

第２４曲 （ヲ～／０）

　　　　　

（ぶ６～５７）

Ｑ

　　

Ｒ

　

」 ナ．

　　　

ｈ，一，

　

ｉ、 ｋ

　　

， ，

　　

，

　　

一

　

，

　　　

，

　　　　　　　　　　

＼

　

－

　　　　　　

巳

　　

ぬ
一

　　　　　　　　　

ーヱ

　

ー

　　　

ト，

　　　

ー′ １１

　　

血

　　　

」

　　　　　　　　

；－

　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ーー

　　　　

Ｄｒｑ・ｂｅｎｈｉｎ‐ｔｅｒｍＤｏｒｅ

　

＄ｔｄ”ｅｉｎＬｅｉ‐ｅて一ｍａｎｎ９

　

”ｒａｌｓｔ

　

ヱｕｍｅｉ‐ｎｅｎＬｉｅ‐ｄｅｒｎ

　

ｄｅｉ‐ｎｅ

　

Ｌｅｉ‐ｅ【

　

ｄｒｅｈｎ－－？

　

これは４度２２．５％， ５度１６，７％の曲で（村はずれに１人の辻音楽師が立っていた）とうたってい
る旋律である。 １点イ音 （２４．８） を中心線にとって動いているが， １点ホ音 （２４．１） は２点ホ音か
ら転回された音としてとらえられる。 この曲の上・下のホ音は３１．６％になり， とくに最終音は２点
ホ音によって終止させているのをみても， ホ音に対してシューベルトは大きな思考を持っていたよ
うだ。

譜例１５

　　

美しい水車小屋の娘

　

第１７曲 （Ｊぶ～Ｊず）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　　　　　　　　

ｗａ５ｓｉｅｈｓｔ

　　　

ｍにｈ

　　

ｉｒｔｔ

　　

ゆ ｍｅｒ

　

ａｎ．

　　　　　　　　　　

５ｔＱーｚ・

　　　

ｓｏ

　

ｋｅｃｋ

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１
，

　　　　　

＝幸三

ｓｃｈａ‐ｄｅｎ‐ｆｒｏｈ，

　

これは４度， ５度， ６度を使っている例で（お前はなぜいつも高慢に， 大胆に， 意地悪く眺めて
いるのか） とはげしい内容の旋律である。 この曲は失恋した若者の感情を歌っているが， このよう
に音程の跳躍の中にそのはげしさを求めている。 しかし， 跳躍した音をみると， ｗａｓ（なぜ）の１点
イ音から，ｓｔｏｌｚ（高慢に） の１点嬰イ音， ｋｅｃｋ（大胆に） の１点ロ，ｓｃｈａｄｅｎｆｒｏｈ（意地悪い） の
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雄

２点ノ・音は２度の上行進行をとり， 一方のｓｉｅｈｓｔ（眺める） の２点ニ音から， ～ｍｅｒ（いつも）の２

点ホ音，ａｎの２点嬰へ音，ｓｃ
ｈａｄｅｎの２点ホ， ２点ニ， ２点ノ、音という２つの２度音程進行をとり

だすことができる． このような例は既に譜例１で
も示したが， シューベルトは好んで使っていたよ

うだ． 以下の旋律も同じ例としてあ
げてみた．

譜例１６

　

冬の旅

　

傷２曲 （ ～ヲ）

Ｄｅ【

　

～Ｖｉｎｄｓｐｉｅｌｔ

　

ｍｉｔ－－

　

ｄｅｒ

　　　

～Ｖｅｔ－ｔｅｒ‐ｆｉｌｌ．ｎｅ

　

ａｕｆ

　　

ｍｅｉ・ｎｅｓ

　

ｓｃｈａ‐ｎｅｎ

　　

Ｌｉｅｂ‐ｄｌｅｎｓＨａｕｓ：‘

譜例１７

　

冬の旅

　

第２曲 （／学～／８‐）

鰐南Ｅ義幸詐鱒蓋茅葺き…－－－ －－－‐ｔＭｍ
－

　

譜例１６は（恋人の屋根で風が風見の旗とたわむれている）という内容の旋律である． ２度の三連

音を使うことによって動的流れを表現しているが，各小節の初音をみると２点ハ，２点ニ， ２点ホ，

ｓｃｈｏｎｅｎ（美しい） で２点嬰へ音で頂点をとった後， 下降によって， ＬｉｅｂｃｈｅｎＨａｕｓ（恋人の家） の

２点ホ音へ進行している． これも前後に６度の跳躍音を使っているが， ２度
進行をとりだすことが

できる． 譜例１７は（この男はこの家にかかっている門標にもっと早
く気付かねばならなかった）と

はげしい感情をうたっている． 減５度の跳躍をとっている音をみると， ｈａｔｔと～ｍｅｒ
ｋｅｎの２点ノ、

音， Ｈａｕｓｅｓの２点ニ音，ａｕｆ～の２点ホ音， 次の減７度の跳躍音（２点へ音） をとりだすことがで

きる． 又一方ではＥｒ（彼は）からの下部を進行している１点ホ， １
点嬰へ， １点ト， １点嬰ト， そ

してＳｃｈｉｌｄ（看板）の１点イ音に２つの２度進行音をとりだしてみた．この曲について「『風見』（
Ｄｉｅ

訳ｒｅｔｔｅｒｆａｈｎｅ）， あるいは『鬼火』（ｌｒｒｌｉｃｈｔ）などの作曲様式は絶対的に新しいもの， 以前にはなかっ

たものをもっている．」
（注１５）と書かれているが， 「美しい水車小屋の娘」では使っていない減７度音程

をここにみることができる． 次の旋律も同様な例としてあげられる．

譜例１８

　

冬の旅

　

第１８曲 （ぶ～β）

　

　　　

　

　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　

　　 　　　　

　　　　

ｄ；＠

　　

～ＹＯー‐ｋｅｎ‐ｒｅキ

　

ー

　

ｚｅｎ－－

　

”ａｔ．‐ｔｅｒｎ

　

ｕｒｎ

　　

ａ

　　

ｈｅｔ

　　

ｌｎ

　　

ｍａｔ－ｔｅｍ

　　

ｓｔ！ｅｉｔ，

　

ｕｍ‐ｈｅｒ

　　

ｉｎ

　　　　　

ｎｔａｔ‐ｔｅｍ

　　

Ｓｔｒｅｉｔ．

　

これは （ちぎれ雲は疲れ果てた争いの中で， 周囲にたなびいてゆく） という旋律である． はげし

い跳躍進行をとっているが，ｆｅｔｚｅｎ ちぎれた） の１点嬰ノ・音から次の１点ニ， １点ホ， １点嬰へ，

１点嬰ト， １点イ音に至る２度進行音をとりだせる． ここでも減７
を使い， ６度， ５度， ４度， ３

度と再度減７を使ってｕＰＰＥｈｅｒｉｎｍａｔｔｅｍＳｔｒｅｉｔ（疲れ果てた争い） を下降させて繰返している．

　

次に 「美しい水車小屋の娘」 では使われてない９度，１０度の進行を譜例にあげてみた．

１５２



ンューベルトの「美しい水車小屋の娘」 と「冬の旅」の旋律構造の研究

譜例１９冬の旅

　

第１１曲 （ＪＯ～Ｑ２Ｊ）

　　　　

（Ｊ掌～ｅ２６）

　　　　　

；，，

　　　　

・

　　　　

， ，

　　　　　　　

，

　　　　　

′旨〆 甜

　　　

， ｆ

ｅ鷺

　

３〈土曜ｉｅ－ｅｎ

　

ｄｉｅ

　

Ｒａ－ｂｅｎｖｏｍ

　　

Ｄａ（ｈ，

　　　　　　

ｅｇ

　　　

ｇ（ｈｒ…＠◎ｅｎ

　

ｄｌｅ

　

試み

　

の

　

むきｎｖｏｍ

　　

Ｄａくれ。

これは （屋根の上でカラスが叫んでいた） と２回繰返してうたっている。 最初は１度と２度の進

をＤａｃｈ（屋根）で５度下降することによってｓｃｈｒｉｅｅｎ（叫ぶ）を高くさせている． しかし， ２回

は１度の進行であった～ｅｎｄｉｅを転回して８度下降させ， 次のＲａｂｅｎ（カラス）の２度進行を９

へ跳躍させて強い表現にしている。 この曲は有節的歌曲なので， この同じ旋律にはｕｎｄ

　

ｄｅｎｋｅ

ｍＴｒａｕｍｅｎａｃｈ（その夢について考えてみた） の歌詞がつけられているが， 甘い夢ではないので

げしい旋律でも不自然に感じさせない。

　

譜例２０冬の旅

　

館６曲 （Ｊぎ～ ず）

」≦】ヒ：土圭一－
Ｊ

　

ｋ

　　

３

　

ｒ÷「＋÷「

　

， 一
３

　　　

，
ｉ
闘

　

一

　

ｉ

ｕｎｄ

　

ｄｅ【

　

ｗｅｉ－

　

ｄｉｅ

　　

ｓｃｉｈｈ経

　

歴ｒ‐ ｎｎｎｔ．

　　　　　

ｕｎｄ

　　

ｄｅ宏

　

ｗｅｉ‐＆Ｌｅ

　　

ＳｄｈｚＩｅｅ

　

ｉ鯖

　

ず

　　

ｆｉｎｎ

譜例２１

　　　　

冬の旅

　

第９曲 （／／～／学）

ヒ戦た…ヰキモ÷－－耐日参 一 日キ

　

ー

　

． 一

　

＝

３

　　　

Ｌ

　　　

ｉｅｇｔｎｉ函鰯由ｗｅｒｈ叫ばｉｎｄｅｍ

　

Ｓｉｎｎ，

　　

ｌｉｅｇｔ

　

ｎ

　

ｉｄＩｔ

　

ｓ由ｗｅｒ

　

ｍｉｒ

　

ｉｎ

　

ｄｅｍＳｉｎｎ，

譜例２０は（柔らかい雪は融け去る）とうたっているがこの言葉を繰返えすことによって内容を強

ている。 とくに１０度の跳躍をとったｗｅｉｃｈｅ（柔らかい）は次の旋律では高音（２点ト音）を使っ
いる。本来であればｗｅｉｃｈｅのような言葉には１０度の跳躍あるいは最高音などで表現されないと

われる． しかし， 有節的歌曲であるこの曲の２番目は，ｄａｉｓｔｍｅｉｎｅｒＬｉｅｂｓｔｅｎＨａｕｓ（そこに恋

の家があるのだ） とうたっているように， この旋律は２番目の歌詞につけられたとして考えられ

． 譜例２１は同様に１０度の例である。 これは （心の中ではどうでもいい） と前例と同様に繰返し
うたわれている．ｉｎ（の中に）は１０度の跳躍をとっているが， 次の６度の跳躍と共に， Ｓｉｎｎ（め

を感じさせてくれる

譜例２２

　

冬の旅

　

第１０曲 （ぶ３～ 夕）

　　　

（ぶヲ～６／）

これは（熱い刺針でもって刺激している）とはげしい内面感情をうたっているが，ｈｅｉＢｅｎ（熱い）

降させて一気に跳躍をとっているのは前の２つの例と共通している。 Ｓｔｉｃｈ（刺すこと）という

い言葉は，１０度の２回の跳躍によって感情をより強く表現している。
このように「美しい水車小屋の娘」ではみられなかった， 減７度， ９度，１０度， の音程は，「冬の

の第１部に多くみられる． これはシューベルトの思考の中に， 以前にもましてはげしい情熱を
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これらの音程の中にくみとることができる

ものにさせていると考える．

会

　

沢

　

義

　

雄

そして， このはげしさが後半の単調な旋律を
一層深い

　　　　　　　　　　　

む

　

す

　

び

　

以上， シューベルトの二大曲集についての
旋律音を考察してきた． 美しい旋律は跳躍によって

バ

ランスを保ちながら， １度， あるいは２度などの単純
な順次進行の中にその多くをみいだすことが

できる． シューベルトのピアノ曲である即興曲の２番あるいは４番は， ２度， ３度の音程による旋

律であり， ベートーヴェンの第九交響曲の歓喜のテ
ーマもまた２度の順次進行である． 美しい旋律

の多いヴェルデイの作品にも多くの１度， あるいは２度進行をみいだすことがで
きるように， 旋律

構造の主要な音程としてあらためて認識できる。 音の強弱では， フォルテよりもピアニッシ
モの中

で， 美しい音の要素をとらえられるとし
たならば， 音の高低に於ては， １度， ２度のような音程に

美しい音の動きを求められると考える．「冬の旅」にみられた９度，１０
度の跳躍した音は，転回して

みると２度， ３度の旋律であり， 歌いやすい旋律として
とらえられる． このように， 跳躍した旋律

の中にも２度音程など狭い音程を旋律線にとりだして， 全体の旋律構造をとらえることによって，

それは歌唱表現に於ても容易に表現できる一つの方法と考えられる．

　

今回は， 音の高低にのみ焦点を絞って考察してきたが，
今後の課題として言葉と音， リズムとテ

ンポ， 更に和音なども含めて他の作品と比較し
ながら分析し， 検討してゆきたいと考えている．
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